
  
佐賀県 奈良県 埼玉県 大阪府 

基準の対象 急性期・慢性期 急性期のみ ４機能全て 急性期のみ 

 

定量的な基
準の内容 

 

○次の病床を回復期
とみなす。 

病床単位の地域
包括ケア入院管
理料算定病床数 

調整会議におい
て他機能から回
復期への転換協
議が整った病床
数 

○次の病床を将来の
見込を判断する際に、
参考情報とする。 

急性期のうち、
平均在棟日数が
２２日超の病棟
の病床数 

 

○病床機能報告で急性期
と報告された病棟につ
いて、次の基準を参考
に「重症急性期」と
「軽症急性期」のいず
れを中心とするか報告
してもらい、軽症急性
期は回復期機能を担っ
ているとみなす。 

手術と救急医療入院
の合計の、病棟あた
りの件数が50床あた
り１日２件以上であ
るか※ 

※基準未満であっても、
腫瘍内科や血液内科の
患者等、手術・救急以
外の重症患者が特に多
い病棟などは実態に応
じて「重症急性期」と
扱ってよいことが明示
されている。 

 

○「ICU→高度急性期」「回復期
リハ病棟→回復期」「療養病棟
→慢性期」など、どの医療機能
とみなすかが明らかな入院料の
病棟は、当該医療機能として扱
う。 

○産科の一般病棟・有床診は急性
期として扱う。 

○小児は入院料の種類によって高
度急性期～回復期に分類する。 

○緩和ケアは放射線治療の有無に
より、急性期と慢性期に分類す
る。 

○特定の医療機能と結びついてい
ない一般病棟・有床診の一般病
床・地域包括ケア病棟（周産
期・小児科以外）を対象に、具
体的な医療の内容に応じて客観
的に設定した基準※によって、
高度急性期～回復期を区分する。 

※手術、がん、脳卒中、心血管疾
患、救急、全身管理、重症度・
医療・看護必要度の各項目 

 

○病床機能報告で急性期と
報告された病棟について、
病床機能報告の診療実態
に関する項目（手術、救
急医療、呼吸心拍、化学
療法）から急性期実態分
析指標を選定し、いずれ
かの項目で月あたりの実
施件数が一定数を超える
場合は、「（重症）急性
期病棟」とし、それ以外
を「地域急性期病棟（サ
ブアキュート・ポストア
キュート）」に便宜上分
類する。 

○有床診療所における急性
期報告病床は、「地域急
性期」として扱う。 

○「地域急性期」は、必要
病床数における回復期機
能を担っているものとみ
なす。 

先行府県における定量的な基準の比較 資料  ２－２
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